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4. 秦野盆地 ・大磯丘陵

(1) 地形 ・地質

秦野盆地は，水利の使が悪く日常生活に もことかき， 1888年(明治21年〉横浜市につぎ，函館

市とと もに，わが国で 2番目に水道事業が曾屋湧水を水源と して設けられた。 この上水道も 1930

年頃には被圧地下水に切りかわった。しか し， 1960年頃から都市化に伴い地下水位の低下が進み，

1973年から地下水保全対策と して，地下水の人工酒養を試みており，1975年には，1"秦野市地下

表2-3-15 秦野盆地および大磯丘陵の地質厨序表
(森{2)，関東第四紀研究会(3)によった。〉
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図2-3-55 秦野盆地および大磯丘陵の地質区l

(森
(2) 関東第四紀研究会

(3)
長瀬
(4)，大木ωほかによる〕

水の保全及び、利用の適正化に関する要綱」を制定し，業務用の地下水採取者から地下水採取協力

金を徴集し，地下水源義事業に充当 した。なお，秦野市および中井町の地下水利用量
(1)は， 1日

当り 44，161m3，および 4，2531113である。

秦野盆地は，丹沢山地と渋沢断層で、囲まれた断層角盆地で，盆地内は複合扇状地からなってい

る。

大磯丘陵は，秦野盆地の南に広がる丘陵で起伏に富んでいるが，多くの平坦面を残している。

地域の地質層序は表 2-3-15に，地質図は図 2-3-55に示す。

秦野盆地は，第三紀丹沢層群と大磯丘陵をつくる更新世の地層に固まれ，盆地内を埋める堆積

物は， 下位から，埋没砂l深層，武蔵野，立川段丘相当砂1深層とローム層である。埋没砂磯層は丹

沢山地と大磯丘陵に広がった更新世の扇状地堆積物で，これと武蔵野段丘相当砂磯層の厚さは

150 m (5)以上に達する。

武蔵野段丘相当砂磯眉の地表での分布は狭いが，埋没砂礁周とともに地下に広く分布し，主要

な帯水層を形成 している。さらにその上位に，層厚 10~20 m の立川段丘相当砂喋層と立)11ロー

ム層が分布し，不圧帯水層となっている。

大磯丘陵には，南部に分布する先第四紀層を基盤にして，第四紀層が発迷する。更新世中期の
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図2-3-56 秦野盆地および大級丘陵地質断面図

二宮層群の堆獄後，r陪取山西縁の断裂で生じた西側l陥没凹地に曾我山周，明沢層，土沢屈が，東
側に下庭周，藤沢層，早田j薗，七国峠層が発達している。

(2) 地 下 水

秦野盆地の有能な帯水層は，埋没砂磯層，武蔵野段丘相当砂陳層であり，深井戸でこれらの被

圧地下水を揚水している。 1971年には，扇端部で自1噴現象もみられた。

立川段丘相当砂喋層は，扇頂部では，地層の厚さも薄いため浸透を促すのみであるが，扇央お

よび扇端部では，不圧地下水の有能な帯水層となっており，扇端部で‘はi湧水 もみられる。

大磯丘陵の有能な帯水層は，西部で曾我山層，東部で下庭層，藤沢周である。曾我山層は，鷹

取山西側の地下水盆に分布し，明沢層を力日圧層として被圧帯水j習を形成しており，中村川沿いに

は自噴帯(6)もみられる。 下庭届，n藤沢層は被圧地下水を賦存しているが，その規模は小 さい。

盆地の平坦面では， ローム層下に不圧地下水の帯水層が広く形成されている。試掘柱状図を図

2-3-57に示す。

秦野盆地における深井戸 15眼の被圧地下水の平均的な水理定数(5)は透水量係数 7.86X10-3

m2/s，透水係数 2.20X 10-4 m/s である。 比湧出量 (5) は，水無川河床沿いで 800 ~1200 In3/d/m， 

盆地東部で 500 ~ 800 m3/d/m とやや低くな っている。不圧地下水のそれは，扇端部の金目)11沿

いで透水量係数 nX10-2 m2/s，透水係数 nX 10-3 m/s，比湧出量 1，500m3/d/m 程度である。

なお，大磯丘陵の曾我山層の被圧地下水の水理定数(7)は透水量;係数 2.46X 10-3 m2/s，透水係

数 1.49X 10-4 m/s，貯留係数 4.93X 10-3，比i湧出量 163m3/d/m，である。東部地域については，

明らかで、ない。
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1967年頃から，年間変動!隔が大きくなり，湧

出量も減少し始めている。

被圧地下水の経年変化 (4)を図 2-3-58に示す。

毎年 1~ 2月頃の水位をもって経年変化をみる

水位は

20 cmf年 の割合で低下している。

(3) 秦野盆地の地下水j函養

神奈川県温泉地学研究所は， 1966年から秦野

盆地の中央に位置する観測井で，と2
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を利用した酒養施設ωとして，扇頂部尊イム松町に 3.1haの浸透水田を設け，

45万 m3の瓶養を行っている。 ため池からの酒養も行っている。さらに，
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このように，地域の地形，地質の特質を生した地下水保全，'1函養文村長は，地下水利用上， 重要

な課題として注目される。 (西嶋輝之・ 高橋禎一〉
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5. 三浦半島

(1) 地形 ・地質

三浦半島には，比較的古期の地層である新第三紀中新世の堆積岩が広く分布する。深層の地下

水開発に有利な鮮新世から更新世に至る堆積物の分布は局部的であり ，沖積層も小規模な谷の薄
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図2-3-59 三浦半島水文士山賀図 (土也質は，猪郷(l)を簡聞各化〉
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